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1. まえがき 

濡れ性や剛性などの要求機能を満たすために、様々な樹脂フィルムが接着剤を介して積層さ

れている。しかし、用途によっては接着剤の耐久性や成分溶出などの課題があり、接着剤を使

用しない接合技術が必要とされている。先行研究では、真空下で O2 プラズマ表面改質を施した

後、それら接合面を張り合わせて熱プレスすることで、難接合材料である 2 軸延伸ポリエチレ

ンテレフタレート（PET）フィルム同士が直接接合できることが報告されている(1)。しかしなが

ら、各接合条件が接合力や接合体の物性に与える影響については十分に調査されていない。本

研究では、PET フィルム同士の直接接合を対象に、真空プラズマ表面改質用ガスの種類と熱プ

レス条件が接合力と光学特性に及ぼす影響を調査した。 

2. 実験方法 

PET フィルム（東レ・ルミラー #50-S10）の各接合面に真空プラズマ表面改質（O2、N2、Ar、

CH4）を施した後、それら接合面を大気中で接触させて熱プレスを行った。接合前の PET フィ

ルムの表面特性は、XPS 分析、AFM 分析、濡れ性評価により確認した。接合体の接合力と分光

透過率は、90℃剝離試験と UV-Vis 分析においてそれぞれ評価した。 

3. 実験結果 

真空プラズマ表面改質用ガスの種類を変更した

場合の接合力と熱プレス温度の関係を Fig.1 に示す。

未処理、CH4 を用いたサンプルは接合力が発現しな

かったものの、O2、N2、Ar を用いたサンプルは接

合力が発現し、特に N2 を用いた場合に効果的に接

合力が向上することを確認した。詳細結果について

は当日報告する。 
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